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すιげめぶ・ 2 ・

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う

平
成
五
年
度
工
事
施
行
の
お
知
ら
せ

松山広域都市計画事業
野田土地区画整理事業

工事発注箇所図

路-道~施行地区

タ弘之ρ

主孟~
つ rhi

7'--.__ごL

歩行者・自転車 -J7\ 、
自動車のみなさん i-"Ji~'

通行制限に 川

ご協力を"

町
で
は
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備

を
図
る
た
め
平
成
元
年
十
月
に
野
団

地
区
(
約
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
土

地
区
画
整
理
を
事
業
化
し
、
測
量
調

査
設
計
等
の
作
業
を
進
め
、
平
成

三

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
工
事
施
行
に
あ
た
っ

て
、
事
故
等
、
無
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
児
童

等
歩
行
者
や
自
転
車
及
び
車

両
の
安

全
性
の
確
保
の
た
め
、
や
む
を
得
ず

通
行
制
限
を
か
け
る
区
間
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 

施
行
期
間

平
成
六
年
三
月
末
ま
で

施
行
区
域

上
図
の
と
お
り

な
お
、
施
行
区
域
を
変
更

(
拡
大
)
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

② 
※
現
在
ま
で
に
道
路
築
造
が
終
了
し

た
箇
所
に
つ
い
て
、
随
時
(
十
月
以
降

予
定
)
舗
装
工
事
を
施
工
し
ま
す
の

で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域

内
の
土
地
に
給
水
管
の
布
設
を
計
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
新
村
水

道
組
合
及
び
町
水
道
諜
と
の
協
議
を

行
っ
て
下
さ
い

。

-.=J~IF._主配~~著書司王1苗"=J~"I/=IF.jJ回藍砂'1='

はくらしの中を走ってい

術道路についてのお問い合わせは

次の機関までどうぞ砂

建設省 松山工事事務所

松山市土居 II:I l lI f 797-2

fi'72-0034 

建設省 松山第一国道釧待出張所

松山市東石井IIIT 4S4 - 1

合56-0326

松山地方向建設音11 第3工務課

fi'41-1111 内線 437 

E信111] 役場建設諜

fi'64-2001 I人l線 422. 423, 424 

。国道

。県道

。IIIJ 道

「道路をまもる月間」は、安全でL快適な道路環境を保持する

ため、交j盈安全施設等の点検と雄日IJ、道路の正しい平IJ 閉と道
路愛殺の思想の普及の徹底を図リ、道路を常に広〈、美しく、
安全に利用する気速を高めることを目的として、昭和33年よ

り 実施されています。

また、 H召午11 61年度より 8 月 10 日を r j1J:の日」と 1111 1定し、改

めて道路の意義 ・ 重要性に対する関心と道路愛護の精神を高

めることを目的として迩illJJを実施しています。

I 8 月 10 日を「道の 日」とした理由は、
①大正 9 年 8 月 10 日に我が国で最初の道路整備について
の長期計画である第 l 次道路改良計画が実施された。

②「道路をまもる月間j(8 月! 日 ~31 日)の期間中である 。
ことなどにより制定されたものです。



年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て

豊
か
な
老
後
を

国
民
年
合
基
金
制
度

は
、
自
営
業

者
な
ど
の
方
の
国
民
年
金
第

一
号

被

保
険
者
(
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
人
及
び
農
業

者
年
金
の

被
保
険
者

は
除
か
れ
ま
す

。

)
が
加
入
員
と
な
リ

加
入
員
の

、
老
後

の
一川
得
保
陣
の
充

実
を
図
る
も
の
で
す

。

国
民
年
金
基
金
の

主
な
特
徴
は
、

①
基

礎
年
金
に
上
乗
せ
年
金
の
給

付
が
受
け
ら

れ
る
よ
う

に
な
り
ま

す
の
で
、
国
民
年

金
の
第

一
号
被

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

重
信
町
議
会

議
長

川
川
#
我
・=と

E
n

-
-n
「
1

野平
中 |市l

久
敏 JI.R

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木

昌
延

佐
伯
強

佐
伯

箪

高
須
賀

徳

大
四
茂
徳

• 3 ・す乙けめぶ

窪
田
定
靖

丹
生
谷

操

牧

清
行

波
部

清
春

松
下
高
繁

山
内

良

一

佐
伯
正

夫
保
険
者
の
方
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

み
の
老
後
保
障
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
国

民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
払

い
込
ん
だ
金
傾
が
所
得
か

ら

控
除

さ
れ
ま
す
の
で
、
所
得
税

・

町

民

税
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す

。

③

受
け
取
る
際
も
、
公
的
年
金
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
税
金

の
関
係
が
有
利
な
取
り
扱
い
に

な

っ

て
い
ま
す

。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
、
豊

か
な
老
後
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い

。

詳
し

く
は

、
町
民
謀
ま
た

は
社
会

保
険
事
務
所
(
宮
四
六

二
一
四
六
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

友諸大松石 fi'f;;高
近伏森下丸田橋

泰 fAFp 隆 WJ. ltì"幾
久江 i見通維 司 八

福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
方
に

他
の
年
金
が
生
じ
た
と
き
は

届
出
を

福
祉
年
金
は
、
す

べ
て
の
人
に
何

ら
か
の
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
す

る

目
的
で
発
足
し
た
国
民
年
金

制
度
で

す
。

国
が
そ
の
費
用
を
全
額
負
担
し
ま

す
の
で
、
支
給
制
限

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①

他
の
公
的
年
金
が
受
け
ら
れ
る

場
合

。

②
本

人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

義

務
者
に

一
定
級
以
上
の
所
得
が
あ

る
場
合
。

右
の
①
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、

年
金
の

一
部
ま
た
は

全
相
が
支
給
停

止
に
な
り
ま
す

。

し
た
が

っ

て
、
恩
給
の
扶
助
料
、

共
済
組
合

・

船
員

・

厚
生
年
金

・

労

働
者
災
害
補
償
法
に
よ
る
年
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
ま
し
た

ら
、

町
民
謀
ま

で
届
出
し
て
く
だ
さ
い

。

国
保
だ
よ
り

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

国
保
ヘ
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
か
、
交
通
事
故
や
傷

害
事
件
な
ど

第
三
者
(
加害
者
)
か
ら
受
け
た
傷

病

に
よ
る
医
療
費
は
、
原

則
と
し
て
、

加

害
者
が
貰
担
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
そ
の
弁
償
が
不
十
分
で
あ

っ
た

り
、
遅
れ
た
り
す
る
場
合
に

は
、
凶

保
で
治
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

こ
の

場
合
、
次
の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り

ま
す

。
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を
受

け
と
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は
使
え

ま
せ
ん
。

国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る
と

与
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入
者

の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、

あ
と
か
ら
加

害
者
に
費
用
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出

が
な
い
と
、
国
保
が
使
え
な
い
こ
と

が
あ
リ
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て

下
さ
い

。

(
届
出
用
紙
は
町
民
諜
に
あ
り
ま
す
)

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話

し
合
い
が

, (J ~ つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
の
示
誌
の
と
り
き
め

の
内
容
が
優

先
す
る
こ
と
に
な
リ
、
た
と
、
え
ば
、

一不
談
書
に
医
療
費
は
国
保
を
使

っ

て

す
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
な
内
容
を
盛

り
込
む
と
、

示
談
の
成
立
後
は
、
加

害
者
に

請
求
で
き

な
く
な

り
、
被
害

者
本
人
が

全
額
負

担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

。

示
談
を

結
ぶ
前
に
、
必
ず
町

民
諜
国
保
係
へ

届
け
出
て
下
さ
い

。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

S

の

3

つ
の
注
意
点

①
智
察
に
届
け

て
、
交
通

事

故
証
明
書
を
も
ら
う

②
国

保
で
治
療
を
受
け
る
場

合
、
「

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を

町
民
課
へ
提
出
す

フ
@
。

③
示

談
は
、
必
ず
、

に
相
談
し
て
か
ら

国
保
係
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基
本
健
康
診
査
を
左
記
の
と
お
り

〈
対
象
者
v

実
施
し
ま
す
。
「

健
康
」

を
確
か
め
る
四

十
才
以
上
の
方

た
め
、
皆
さ
ん
受
診
し
て
下
さ
い
。

〈
料
金
〉

〈
検
査内
容
v

無
料

(
全
員
)

〈
持
参
品
〉

O

問
診
O

身
体
計
測
O

診
察
O

血
健
康
手
帳
(
お
持
ち
で
な
い
方
は

圧
測
定
O

検
尿
O

貧
血
検
査
O

血

当

日
発
行
し
ま
す

。

)

液
検
査
(
総
コ

レ
ス

テ
ロ
ー

ル
・
〈
受
診

方
法
〉

H
D
L

コ

レ
ス
テ

ロ
ー

ル
・

中
性
申
し
込
み
は
不
要
で
す

。

直
接
、

脂
肪
・

肝
機
能
検
査
・

腎
機
能
検
健
康
診
査
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い

。

査
・

尿
酸
)
〈
結
果
〉

(必
要
の
あ
る
人
の
み
)
健
康
診

査
結
果
報
告
会
で
結
果
を

眼
底
検
査
・
心
電
図
検
査
・

血
糖
お
返
し
し
ま
す

。

検
査

宮古ιけあぶ・ 4 ・

結
果
報
告
会

基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
方
は
、

結
果
報
告
会
を
下
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
お
こ
し
下
さ
い

。

都
合
で
報
告
会
に
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
後
日
結
果
通
知
書
を
送
付

し
ま
す

。

〈
日

程
・
場
所
・

内
容
〉

別
表
の
と
お
り

〈
対
象
者
〉

健
診
を
受
け
た
方

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳

月 日 場 所 地区割 受付時間 | 

7 月 21 日 (7]<) 下林集会所
下林
上村

7 月 27 日(刈 重信町民会館
横河原
志津川

北野台団地

7 月 28 日 þ]<) " 
上樋
牛i~1j 団地
播磨台団地

8 月 4 日(7]<)

上林公民館 上林 9:00-11:30 
8 月 5 日嗣

l3: 00-15: 00 

南野田
8 月 20 日働 南野田公民館 北野田

新村

見奈良
8 月 23 日(月) 重信町民会館 八反地

田窪田地

8 月 24 日(刈 " 田窪

※検査を正確に行うため、 受診当 日 は朝食、又は昼食はとらないで
下さい。

※主主理の者11合で地区害1 1 をしておりますが、 当 日都合の惑い方は、上
記の希望される場所で受診して下さい。

基本健康診査日程表(後半)

報告会日程表

月 日 場 所 時間 ・ 内容

8 月 12 日(羽 南吉井小学校体育館

8 月 17 日(刈 北吉井小学校体育館
9: 30-11 :00 

①講演

8 月 30 日(月) 下林集会所 (9: 30-10: 10) 
「成人病の予防」
医師

9 月 2 日(ね 重信 町 民会館 ②結果通知書の説明
(10: 10-10: 30) 
保健婦

9 月 16 日(榊 上林公民館 ③個別指導
(10: 30 ー )
医師 ・保健婦

9 月 20 日(月) 南野田公民館

10月 4 日(月) 重信 町民会館

離乳食学級のご案内

離乳食は、 母乳・ ミルクで不足する栄養を補っ

て、無理なく幼児食へと移行していくための準備

食です。

離手L食がどんなものか理解 し、より身近なもの

となるよう 、 学級を開催しますので、ぜひ、赤ち

ゃんとご一緒にご参加下さい。

・ 日 時 8月 10 日 (火)

午後2時- 3時30分

※偶数月に実施し ま す。

重信町民会館

平成5年4月 ・ 5月生まれ

(※ 3 ヶ月 ・ 4 ヶ月児が対象です。 )

栄養士 ・保健婦

無料

母子手帳

O講義(離乳食のスタ ート とすすめ方)

O調理の見学実習

0試食 ・質疑応答

所

象

-担当

・料金

・持参品

・内容

-場

・ 対



値を 国
信長 目
撃 ν 固

雪 国
青 固

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
心
と
身
体
の
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
自
分

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ボ
ケ

に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
利
用
し

て
下
さ
い
。

対
象
・
町
内
在
住
の
老
人
及
ぴ
そ
の

家
族

日
程
・
八
月
二
日
間

受
付
時
間
・
午
後
二
時
i

四
時

場
所
・
役
場
保
健
婦
室

担
当
者
・
医
師
、

料
金
・
無
料

内
容
・
個
別
で
相
談
に
応
じ
必
要
な

指
導
及
び
助
言
を
行
い
ま
す
。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

事
前

に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

保
健
婦

ご
存
じ
で
す
か手

当
制
度

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
を

対
象
と
し
、
父
の
い
な
い
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す

0

0
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
ハ
ス
が
障害
の
状
態
に
あ
る
児

童

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児

童

⑤
父
が

一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

同
市
ん
立
画
一
一

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

宮
六
回
l

二
0
0

おとしより健康相談室日程表

平成 5年 8 月 2 日 (月)

9 月 6 日 (月)

10 月 4 日 (月)

11 月 1 日 (月)

12月 6 日 (月)

1 5 ・JZRιけめふ:

③
そ
の
他
孤
児
等

@
手
当
月
額

児
童
一
人

三
八
、
八
六

O
円

児
童
二
人
五
、

0
0
0

円
加
算

以
下

一
人
増
す
ご
と
に
二
、

0
0

0
円
加
算

児
童
扶
養
手
当
に
係
る
認
定
請
求

に
つ
い
て
は
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
に
至

っ

た
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
請
求
権

が
消
滅
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二
十
歳

未
満
で
次
の
よ
う
な
障

害
が
あ
る
児

童
を
養
育
ま
た
は
監
設
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
ま
す

。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
常
時
介
護
が
必
要
な
児
童

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た
は
長

期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
な
ど
で
、
日
常
生
活
に

常
時
の
介
護
が
必
要
な
児

童

。
手
当
月
額
(
児

童
一
人
)

一
級
四
七
、
二

ハ
O
円

二
級
三
て

四
四
O
円

特
別
障
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障

害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別
な
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

の
者

。

た
だ
し
、
施
設
等
に
入
所
ま

た
は
医
療
機
関
に
三

ヶ
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま
す
。

O
子
当
月
額

二
回
、
六
三
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児

童
。
た
だ
し
、
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

。
手
当
月
額

二
二、

三
九
O
円

〔
各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
〕

O

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
ぴ
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

O

現
況
届

各
手
当
と
も
八
月

・

九
月
中
に
前

年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

各
制
度
の
申
請
及
び
お
問
い
合
わ

せ
は
福
祉
課
ま
で

。

宮
六
四
l

二
O
O

一

内
線
二
五
三
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暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

平
成
五
年
度目赤

募
金
報
告

重
信
町

平
成
五
年
度
日
赤
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

二
、
五
九
九
、

0
0
0

円
に
対
し
、

二
、
六
二
一
、
一

O
O

円
の
募
金
が

集
ま
り
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
善

意
に
対
し
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に

、

今
後
一
層
の
ご
協
力

を
お
師
、
い
致
し
ま
す
。

各
地
区
の
募
金
額
は

別
表
の
と
お

り
で
す

。

町
長

助
役

収
入
役

教
育
長

和
田
治
樹

高
須
賀
寛

八
木
淳

一
郎

高
橋
謙

一

(単位円)

地区名 実績額 地 区名 実絞綴

Llt 之 !大l 52 , 000 牛測団 地 241, 100 

お通 口 154 , 500 上 樋 56 ,000 

横 j可 原 260 , 000 再ヨ 野 ー 田 96.000 

dτut 、 i幸 )11 322 , 500 ヰヒ 野 田 57 , 500 

西 岡 106 , 500 北野台 団 地 34 , 000 

播磨台団地 48 , 000 新 村 55 , 500 

見 ズJIZ一、 良 215 , 500 上 林 104 ,000 

回 窪 333 , 500 下 林 148 ,000 

田窪団地 93 , 000 ーヒ 村一 61 ,500 

牛 係IJ 173 , 000 メEトI、 2.612.100 

平成 5年度募金実績額

「
愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
」月

間

現
在
、
す
べ
て
の

血
液
製
剤
を
国

内
自
給
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す

。

輸
血
用
の
製
剤
は
、
囲
内
の

献
血
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。

ま
た
、
血
紫
分
画
製
剤

の
う
ち

、
血
友
病
の
患
者
さ
ん
に
な

く
て
は
な
ら
な
い

血
液
凝
固
因
子
製

剤
に
つ
い
て
も
、
は
ぽ
自
給
が
で
き

る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た

。

し
か
し
、

ほ
か
の

血
紫
分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、

海
外
に
大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す

。

こ

の
た
め
、
今
年
も

七
月

一
1

三

十
一
日
ま
で
厚
生
省
、
都
道
府
県
、

円
本
赤
十
字
社
主
催
に
よ
り
、
「

愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
を

実
施

し
て
、
広
く
献

血
思
想
を
P
R

し
ま

す
。

特
に
、
今
後

一
層
の
推
進
が
望

ま
れ
る
成
分
献
血
と
、
凹

0
0
ミ
リ

リ

ッ

ト
ル
献
血

へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す

。
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税
務
だ
よ
り

財
産
を
相
続
し
た
と
き

相
続
や
遺
贈
(
遺
言
に
よ

っ
て
財

産
を
譲
る
こ
と
)
に
よ

っ

て
、
亡
く
な

っ
た
人

(
被
相
続
人
)
の
財
産
を
も
ら

っ
た
人
に
は
相
続
税
が
か
か
り
ま
す

。

〔
相
続
税
の
仕
組
み
〕

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ

て
も
ら

っ
た
「

正
味
の
造
産
額
」
が
、

「

基
礎
控
除
額
L
を
超
え
る
場
合
に
、

そ
の
超
え
る
額
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
正
味
の
遺
産
額
が

基
礎
控
除
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

一
、
基
礎
控
除
額

基
礎
控
除
額
は
、
四
、
八

O
O
万

円
に
法
定
相
続
人
の
数

一
人
当
た
り

九
五
O
万
円
を
加
算
し
た
額
で
す

。

た
と
、
え
ば
、
法
定
相
続
人
が
妻
と
子

供
二
人
の
合
計
三
の
場
合
は
、
四
、

八
O
O

万
円
+
(
九
五
O
万
円
×
三
)

H

七
、
六
五
O
万
円
が
基
礎
控
除
額

と
な
り
ま
す

。

1 7 1官官乙4ずめぶ

な
お
、
基
礎
控
除
額
を
計
算
す
る

場
合
の
法
定
相
続
人
の
数
に
は
、
相

続
の
放
棄
を
し
た
人
も
含
ま
れ
ま
す

の
で
、
相
続
の
放
棄
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず

基
礎
控
除
額
は
同
じ
で
す

。

(
注
)
法
定
相
続
人
の
う
ち
に
被
相

続
人
の
養
子
が
い
る
場
合
、

基
礎

控
除
額
を
計
算
す
る
際
の
法
定
相

続
人
の
数
に
含
め
る
養
子
の
数
は
、

実
子
が
い
る
と
き
は

一
人
、
実
子

か
い
な
い
と
き
は

二
人
ま
で
と
な

り
ま
す

。

二
、
正
味
の
遺
産
額

正
味
の
遺
産
額
と
は
、
被
相
続
人

の
遺
産
の
総
額
か
ら
、
非
課
税
財
産
、

被
相
続
人
の
債
務
や
葬
式
費
用
を

差

し
引
い
た
も
の
を
い
い
ま
す

。

正
味

の
遺
産
額
を
計
算
す
る
場
合
の
造
産

の
側
額
は
、
相
続
開
始
時
(
被
相
続
人

の
死
亡
時
)
の
時
価
で
評
価
し
た

佃

頒
に
よ
り
ま
す
が
、
特
例
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す

。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

や
税
務
署
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(
表
1
)-~通置謹E・

+ 
-E掴匡通圃

一世帯につき

22 ，700円

ご
存
じ
で
す
か

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病
気
や

け
が
に
そ
な
え
て
、
加
入
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
収
入
等
に
応
じ
て
、
日
頃

か
ら
お
金

を
出
し
合
い
、
国
や
自
治

体
の
補
助
を
得
て
必
要
な
費
用
を
ま

か
な
い
、
私
達
の
健
康
を
保
持
、
向

上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で

す
。

保
険
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
国
の
補
助
金
、
被
保
険
者
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金

を
除
い
た
分
が
保
険
税
と
な
り
ま

す
。

み
な
さ
ん
の
保
険
税
は
左
(
表

l

)
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

。

こ
の
保
険
税
は
七
月
か

ら
翌
年

の

一
一月
ま
で
の
八
回
に
分
け
て
支
払
う

よ
う
に
な
り
ま
す

。

保
険
税
は
期
日
内
に
納
め
ま
し
ょ

、
「J

世帯の加入者

一人にっきり，200円

( 17 ，200円×加入者数)

---謹E面回
世帯の加入者の所得

(31 万円(基礎控除)
控除後)に対して

8% 

+ 

+ 

7月の納税
固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納税期限 8月 2 日(月)

限
り
あ
る
国
保
財
政
で
す
か
ら
、

一
人
で
も
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
国

保
の
財
政
は
、
大
変
苦
し
く
な
り
ま

す
。

き
ち
ん
と
保
険
税
を
納
め
て
い

る
人
た
ち
に
も
、
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

国
保
を
有
効
に
使

い
、
ま
た
、
納
め
る
べ
き
保
険
税
は
、

期
日
内
に
必
ず
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

圃置謡・E軍国圃圃

世帯の加入者の

固定資産税額

に対して68%

11 

| 一一年聞の{果関頒 ~ 

水
道
だ
よ
り

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を
・.. 

-

水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
毎
月
検
針

員
さ
ん
が
、
検
針
し
ま
す
の
で
、
メ

ー

タ
ー

ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
は
、
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

。

-

水
道
メ
ー

タ
ー

ボ
ッ
ク
ス

の
中

は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い

。

-

犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
、

出
入
口
や
水
道
メ

ー

タ
ー

ボ
y

ク
ス

か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

。

-

家
の
増
改
築
の
と
き
に
水
道
メ

ー

タ
ー

ボ
ッ

ク
ス
が
床
下
や
屋
内
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

⑧
⑧
⑨
⑨
 

重
信
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
池
川

満

一
さ
ん
(
見
奈
良
)

重
信
町
歌
謡
連
盟
の
み
な
さ
ん

a伐
部
誠
治
さ
ん
(
田
窪
)

高

橋
大
殺
さ
ん
(
南
野
田
)

森

幸
則
さ
ん
(
上
林
)
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延
び
る
高
速
道
路

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
工
事
が
、

現
在
、
見
奈
良
か
ら
田
窪
の

重
信
東

工
区
(延
長
二
、
四
回

二
メ
ー

ト

ル
)

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

昭
和
六
十
三
年
三
月

の
路
線
発
表
、

平
成
元
年
か
ら
の
各
種
設
計
協

議
の

結
果
、
平
成
五
年
二
月
に
集
団
調
印

、

こ

の
三
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い

ま
す

。

高
速
交
通
体
系
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
の
た
め

、

早
急
な
完
成

が
望
ま
れ
ま
す

。

ま
た
、
日
本
道
路
公

団
松
山

工
事

事
務
所
は
、
高
速
道
路
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
お
う

と
、

イ
ラ

ス
ト

工

事
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

場
所
は
、
見
奈
良
の
県
道
森
松
重

信
線
沿
い

(N
T
T

電
話
交
換
問
の

東
)
で
す

。

ご
覧
に
な
り

ま

し

た

か
。

戸吋母三
松山自動車道重信東工事
発注者 ..J/ B話題iZ高位建設局

人口吉Oき夢ロ-f四国のI) \-rつI.-r

一~ごを

行
方
不
明
者
等

捜
索
強
化
月
間

皆
さ
ん
の
ご
家
族
に
、
突
然
行
方

が
分
か
ら
な
く

な

っ
た
方
や
、
長
い

間
連
絡
が
と
れ
な

い
方
は

い
ま

せ
ん

、

。

カ

愛
媛
県
特
察
で
は
、
八
月
を
行
方

不
明
者
等
捜
索
強
化
月
間
と

し
、

身

元
不
明
死
者
の
身
元
確
認
活
動
及
び
、

家
出
人

、
特
に
事
件
や
事
故
に
遭
う

お
そ
れ
の
あ
る
家

出
人

、

あ
る

い
は

自
殺
な
ど
の
お
そ
れ

の
あ
る

家
出
人

の
発
見
保
護
活
動
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

県
内
各
警
察
署
及
び
警
察
本
部
に

お
い
て
、
行
方
不

明
に
な

っ

た
方
を

さ
が
す
た
め
の

相
談
に
応
じ
て
い
る

ほ
か

、

次
の
と

お
り

特
別
相
談
所
を

開
設
し

ま

す
の
で

、

お
気
軽
に
ご

相

談
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所

時
一
八
月

二
日

開

間
一
午
前
十
時
か
ら

日時

午
後
四
時
ま
で

場

所

一
松
山
東
警
察
署

宮
凹

一
ー

コ
二
五

一

暴力団追放のポスター募集.F第13回全国豊かな海づくり大会
写真コンクール作品募集ff 暴力団追放(又は暴力団排除、暴力団

の根絶など)をアピールするポスター

・ 用紙一B3版、 彩色自由、縦横自由

. 応募点数一制限なし

- 応募資格~不問

- 作品の裏面に住所、氏名 (ふ りが

な)、 年齢、性別、職業 (又は学校

名 、 学年) 、電話番号を明記するこ

と 。

優秀作品 1 点(賞金

佳 作 若干(賞金

・締切り 8月 20 日(当 日消印有効)

・応募先(お問合せ)

松山市若草町7 県警第二庁舎

側)愛媛県暴力追放推進センタ ー

fi32-1893 

3万円)

1万円)

-募集内容

- 賞金など

-応募規定
水産業並び‘に海とその生活に関す

るもの

漁船、漁港、操業風景、市場、海

浜、漁村-風景に関するも の

中学生 ・ 高校生 ・ 一般の各 3 部門

一般の部

金賞 豊かな海づ く り 大会会長

賞および賞金10万円ほか

中学生 ・ 高校生の部

金賞 豊かな海づくり大会会長

賞、楯および副賞 (文具券5万円)

ほか

応募方法など詳 しいことは、 企画商工諜に

パンフレ ッ 卜を用意 しています。 fi64-2001

キオ

-部門

・賞及び副賞

-題



社会を明るくする運動 ア月 1 --31 日

ふれあいと対話ガ築く明るい社会

1 9 ・2tιげめぶ

れあいや対話を忘れていることではないでし

ょうか。

毎年7月は 「社会を明るくする運動」 が展開

されています。 子どもたちが健やかに伸び伸

び成長できる明るい社会をつくる

ために、家庭や学校、職場、地域

社会などで、わたしたち大人が親

身にな っ て子どもたちとふれあ

い 、 対話を心がけたいものです。

そして、非行を防ぎ犯罪を起こさ

せない環境を、お互いにっくりあ

げていきましょう 。

もうすぐ、子どもたちが待ち望んでいる夏

休みがやってきます。 勉強やスポーツ、遊び

など、さまざまな計画を立てていることでし

ょ っ 。

しかし、一方で‘夏休みは少年の

非行が増える時期でもあります。

ちょ っ とした気の緩みからシンナ

ーに手を出したり、万引きをした

りする子どもたちがいることも事

実です。

情報過多の時代といわれる中、 〆
子どもたちを取り巻く社会全体の環境が悪化

している こ とも少なからず原因があるでしょ

う 。 しかし、一番大きなウ ェ ー 卜 を占めてい

るのは、わたしたち大人が子どもたちとのふ

検
察
審
査
会
法

施
行
四
十
五
周
年

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ

っ

て

瞥
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不

起
訴
の
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

こ

の
審
査
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一

般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
た
十

一
人
の
審
査
員
が
行
い
ま
す

。

こ

の
よ
う
な
検
察
審
査
会
制
度
も
七

月
十
二
日
で
四
十
五
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
間
、
国

民
の
代
表
と
し
て
約
四
十
万
人
の
方

が
選
ば
れ
、
検
察
審
査
会
で
活
躍
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

こ
う
し
た
検

察
審
査
会
の

制
度
、
活
動
に
つ
い
て

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
松

山
検
察
審
査
会

事
務
局
(
宮
四
一
ー

四
一
五
こ
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

さる格 はるりれな 卜 切は っ きをが形 はた流それすると
にとで 豆 なとまたが。つ左てはまあを切削りすの、 。 とき
豆きす腐くきせりら左てかい、なり崩りくまと上蒸 豆 形に
腐は 。 は、はん崩切手いらき普板まれ方出せ、にし腐が蛇
を、さ、ま、 。 れ つ でく右ま通のすきにしん 豆 か器を崩口
切手いみな 豆 途たて切のにすは上 。 せもま 。 腐ぶのボれかの よと外まの
りののそ板腐中りいれが向が右で野な、し水にせ中 | るらで 豆 うしでせ食 豆
、平日 ì-Iーををですけたポか、か切菜い 豆 よ道直てぶルこ直、腐でてもん生腐
片ににの回動向るる豆イ つ 豆らるなコ腐うの接水たにと接水はす人、。 i舌は
子の綱 具 しかき 心 の腐ンて!釘切とどツの 0 * 当 をを入が水で柔 。気 健最に
にるかのますを配でを あを冷らが康近欠日

前はマ幻誌 、.E孟函歯車~ i 号 1t22!;zf

しに 豆 昆 L .L....- "....・.， L.・，ー且.....， なつっす の すか丁 を
たし腐布 工庁D耐え@ぶつい切③ りけく 。 よ 豆。 らを の
かてをを ーー~- -・.-，.. -...._....ー- ・寸'ー 、てり 一う 腐 抑引せ

。 い直な 事 ら 実 はな 「 うにな し直はき煮お、%なは えいそ
先る接べななは、いな 。 毘べさよ接、ま崩く熱ぐ多熱 るての
人の熱の役いも当 4 べ戸布料てう入なすれとすらくし よは上
ので正底目ょうた 7 の ー を剤、 。 れべ 。 もす・ 前い
知す過にがう ー り「底し敷で 豆 るに湯防がけの 穴 さ にけ切
任 。 ぎ敷あにつ前千 lーをくは腐 の少 E ぐ 入三薄)る しまり
でごな i りと、でる兵との、を も 量 伊、り十いがと てせま，る J吋」弓
す存い p まいす・ すたかたてな悦 よののと人分塩入ム 切合て
ねじよ二、すうか、ねめつバしぜ つ い塩場がくは*りよ り
。 でうヘ 。 大入 。 」 かとよ l底た でを合でくどをま泡 ま上包
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ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

今
年
初
め
て
聞
か
れ
た
東
ア
ジ
ア

競
技
大
会

(
中国
・

上
海
市
)
で
、
若

手
な
が
ら
大
活
躍
さ
れ
た

和
田
さ
ん

。

現
在
は
、
伊
予
鉄
不
動
産
株
式
会
社

に
勤
務
さ
れ
、
イ
ヨ
テ
ツ
ボ
ウ
リ

ン

グ
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

「

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
た

の
は
、
高

校
一
年
生
の
と
き
。
以
来
、
十

二
年

余
り
ボ
ウ
リ

ン
グ

一
筋
で
す
が
、
止

め
よ
う
と
思

っ

た
こ
と
も

・
・
。

」
大
学

時
代
の
監
督
(
現
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー

ム

の
中
村
民
督
)
さ
ん
が
と
て
も
厳

し
く
、
止
め
た
い
と
思

っ
た
そ
う
で

す
。

事
実
、
卒
業
後

一
年
聞
は
試
合

に
も

一
切
出
場
し
な
か

っ
た
そ
う
で

第一回東アジア競技大会ボウリングで
金メダルに輝いた

和田 幸正さん
(南野田 27才)

す
。「

で
も
、
遠
さ
か
つ

て
み
る
と
か
、
え

っ
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
が
魅
力
的
で
、
う

ず
う
ず

し
始
め
て

い
た

ん
で
す
。

ち

ょ
う
ど

そ
ん

な
時
、
監
皆
さ
ん
か
ら
、

ま
た
や
っ
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け

て
い

た
だ
い
て
。

」
と
、
当

時
を
振
り

返
り
ま
す

。

世
界
的
に
も
レ
ベ
ル
が
高
い
東
ア

ジ

ア
で
す
が
、
今
回
は
、
五
人
チ
ー

ム
戦
と
ダ
ブ
ル
ス
戦
で
金
メ
ダ
ル
、

佃
人
戦
で
も
銅
メ
ダ
ル
と
三
つ
の
メ

ダ
ル
を
見
事
獲
得
さ
れ
ま
し
た

。

「

試

合
で
も
練
習
で
も
、
い
つ
も
良
い
結

果
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
い
い
方
向
ば

か
り
を
考
え
ま
す

。

L
と
、
プ
レ
ッ

シ

ャ
ー
も
な
ん
の
そ
の

。

強
い
精
神
力

と
日
々
の
努
力
の
た
ま
も
の
の
よ
う

で
す

。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
国
体
で
も
年
齢

別
に
分
か
れ
て
い
る
ほ
ど
の
種
目
で

ず
い
分
幅
の
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
と
か
。

「
今
は
、
来
年
広
島
で
開
催
さ
れ
る

ア
ジ
ア

競
技
大
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
次
期
ア
ト
ラ

ン
タ
オ

リ

ン
ピ
ッ

ク
に
も
、
出
来
れ
ば
出
場

し
た
い
ん
で
す

。

」
と
目
を
輝
か

せ
て

い
ま
し
た

。

みなさんも親子、ご家族で生涯学習の楽しさにふ

れてみませんか。

なお参加料は無料です。 (ただし、食費は参加者の

自己負担とします。 )

会場、実施内容等詳

しいことについてのお

問い合せ、お申し込み

は、 8月 5 日 (木)までに下

5己へこ、連絡 く ださい。

「生涯学習ファミリー募集め
一ご家族で生涯学習の楽しさに

ふれてみませんか?-

干790 松山市北持田町132番地

松山地方局県民生活課

fi4ト1111

(内線323 ・ 324)

県では、自1]作活動や自然観察、野外活動、郷土学

習などを家族がそろって行う ことを通じて、 学ぶ楽

しさや作る喜びに触れ、家庭や地域での生涯学習に

生か していただ く ことを目的として 「生涯学習家庭

育成事一莱」 を実施します。

こ の事業は松山地方局管内に居住し、親子(家族)

で参加できる方を対象として実施するもので、今年

度は牛乳パッ クのリサイクルによるハガキ作り (8

月 12 日) 、 松山市郊外の史跡見学 ( 10 月 11 日)、 「四国

のみち 」 の歩行大会 (11 月 3 日)などの楽しい活動を

行います。

定員は25kJI. (50人)程度で、希望者多数の場合は、

先着順とします。
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子供スポーツ大会
8月 1 日(日) 8: 00-

0 ソフ ト ボー jレ(男子)

重信中学校運動場

南吉井小学校運動場

清愛国運動場

0 ミ ニバスケッ ト ボール(女子)

南吉井小学校体育館

日寺

所

- 日

・場

0 7月 21 日か ら 8月 13 日まで毎日

0 8月 18 1:1 から 8月 3 1 日まで

水 ・ 土 ・ 日曜日開放

13時から 16ß寺まで

無料

小学校 5 年生以上の町内に居住して

いる方に限り登録できます。 まだ登

録していない方は、町民会館備え付

けの申込書に写真一枚をそえて、教

育委員会へ提出して下さい。なお、

昨年までの登録者は登録証を提出し

更新して下さい。

問い合わせは社会教育課まで

fi64-1500 

町民プール一般開放
-開放期日

-開放時間

・使用料

・登録方法

中
学
校
卒
業

認
定
説
験

病
気
や
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
迎

出

の
た
め
、
中

学
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
、

中

学
校
卒
業
税
度
認
定
試
験
が
、
次

の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す

。

合
格
者
に
は
、
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
与
、
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格

平
成
六
年
三
月
三
十

一
円
ま
で
に

満
十
五
才
以
上
に
な
る
者

試
験
日

平
成
五
年
十

一
月
十
二
日
働

試
験
場

愛
媛
県
庁

願
書
受
付
期
間

平
成
五
年
八
月
九
日

間
l

九
月

八
日
附

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い

-
」
と
は
、

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
諜

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

官
四

一
|

二
一
一
一

内
線
四
三
二
三

ナイスワークセミナーとは
結婚 ・ 出産などで仕事をやめ、 rそろそろ仕

事をしてみたいけど、 長い間家庭に入っていた

ので不安だし、情報もなく 何をどうした らい

し、かわからなし、 』 など

と困っている方々を対

象に行われる、就職準

備のための講習会です。

ナイスワークセミナー開催のご案内
えひめ共済会館

(松山市三番 IIIT 5丁目 13番地1)

無料

20名

(定員になり次第締め切りますのでお早めに

お申し込み |亡さい 。 )

(ナイスワークセミナーの概要)

開催場所

料
員

講再
又
{
疋

まで

お申込み、お問い合わせは

雇用促進事業団

愛媛雇用促進センター
松 I IJ 市宮田 IIITl 09 - 6

千代田火災松山ビル4F

fi47-6677 

汁~I 午前 (10:00-12: 00) 午後 (13:00-15: 00) 

1 7 月 12 1:1( 1放場が求める女性主| 主H象 印象のよい応対の実際

(1[;設場の7ナ-Part 1) (Jli~場の7ナ-Part 2) 

7月 1 31:1 (1~) 
いま、はたらく女性たちは 知 っ ておきたい

(先輩か らのア ドバイス) 所得税 ・ 年金 ・保険

7 月 15 日制 ワー プ ロ - 1:1 体験

7月 1613働 女性の 111現場と求人情報 あなたの迎l隙診断
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同
和
教
育

ー
企
業
と
同
和
問
題
|

企
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の

一

採
用
に
あ
た
っ
て

企
業
が
、
ど
の
よ
う
な
人
を
採
用

す
る
か
は
、
企
業
の
意
志
に
よ
っ
て

行
わ
れ
ま
す

。

か
つ
て
、
企
業
は
求
人
に
あ
た

っ

て
、
多
く
の

書
類
を
応
募
者
か
ら
提

出
さ
せ
、
採
用
試
験
を
実
施
し
、
さ

ら
に
身
元
調
査
を
行
っ
て
採
否
を
決

定
す
る
の
が
、
通

例
で
し
た

。

特
に

採
否
を
決
定
す
る
基
準
に
、
応
募
者

の
家
族
の
職
業

・

家
計
の
状
況

・

居

住
地
の
環
境
な
ど
が
、
重
要
な
条
件

と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
採
用
予
定
の
職
種

の
内
容
と
筆
記
試
験
の
内
容
が
、
そ

ぐ
わ
な
か
っ
た
り
、
面
接
試
験
で
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
よ
う
な
場
合
が
、

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
い
い
さ
れ

ま
せ
ん
。

採
用
に
あ
た
っ
て
、
も
っ

と
も
大

切
な
こ
と
は
、
採
用
予
定
の
職
種
の

内
容
と
応
募
者
が
発
揮
し
う
る
能
力

や
適
性
が
合
う
か
ど
う
か
が
、
基
本

に
な
る
こ
と
で
す

。

し
か
し
、

実
際

に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
名
総
鍛

」

等

の
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
就
職

の
機
会
均
等
を
は
ば
む
要
素
が
、
採

用
に
あ
た

っ
て
つ
き
ま
と

っ
て
い
る

こ

と
を
見
の
が
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

応
募
者
の
責
任
や
努
力
の
結
果
で

な
い
よ
う
な
こ
と
を
、
ま
し
て
や
同

和
地
区
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
不
採
用
の
理
由
に
す
る
こ
と
は
、

適
正
な
採
用
の
あ
り
方
と
い
え
ま
せ

ん
。

こ
う
し
た
採
用
の
あ
り
方
が
、

正
し
く
な
い
限
り
、
基
本
的
人
権
を

十
分
に
保
障
し
た
社
会
の
出
現
は
期

待
で
き
ま
せ
ん

。

ニ
職
場
で
研
修
を

人
び
と
は
、
仕
事
へ
の
意
欲
を
燃

や
し
期
待
を
も
っ
て
入
社
し
て
き
ま

す
。

そ
れ
だ
け
に
、
働
く
人
び
と
が
、

職
場
に
満
足
感
を
も
っ
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
そ
の
人
の
仕
事
や
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う

し
、
さ
ら
に
、
職
場
全
体
に
も
影
響

す
る
で
し
ょ
う

。

従
来
、
実
施
さ
れ
て
い
た
企
業
内

研
修
あ
る
い
は
社
内
教
育

の
形
態
や

内
容

・

資
料

・

成
果
な
ど
の
中
か
ら

問
題
点
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
人
権

尊
重
の
精
神
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す

。

特
に
研
修
に
あ
た
っ

て
は
、
日
常
の
身
近
な
生
活
を
ふ
り

返
り
、
そ
こ
か
ら
研
修
の
教
材
を
見

出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

。

自

分
の
身
近
な
生
活
の
中
に
残
さ
れ
て

い
る
偏
見
や
因
習
な
ど
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
、

同
和
問
題
を
正

し
く
認
識
す
る

こ
と
に
つ
な
が

る
か
ら
で
す

。

三
人
権
尊
重
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

私
た
ち
は
、
人
を
評
価
し
た
り
、

あ
る
い
は
格
付
け
し
た
り
す
る
時

に
、
そ
の
人
の
仕
事
の
内
容
よ
り
も
、

勤
め
先
の
社
会
的
な
評
判
や
格
付
け

で
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か

。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
私
た
ち
日
本

人
の
も
の
の
見
方

・

考
え
方
に
由
来

す
る
も
の
で
す

。
実
は

、
同
和
問
題

を
残
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
や
職
場
の
日
常
の

暮
ら
し
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。
ご
く

身
近
な
職
場
生
活
か

ら

「
お
互
い
が

認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う

」

と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
具

体
的
に
考
、
え
て
い
く
こ
と
が
、
同
和

問
題
を
考
え
る

一
つ
の
出
発
点
に
な

新刊図書案内
〈哲学> 0 人生汗と涙と情一浅尾法灯0 あなたの人生を

豊かにするージョセフ ・ マー フ ィ ー o 宗教の挑戦一大川

隆法 〈歴史・地理> 0歴史の顔一副首l淵謙錠o皇居を愛す

る人々一日本教文社 0 フルシチョフーE・ クランクショ

ー 0秘境、西表島一問中利典 o海外生活の手引( ~Il 南米

篇)一外務省情報文化局 〈社会学> 0 カンボジア最前線

熊岡路矢0政治改革一山口二郎 o軍事問題ハンドブック

一日本の安全保障編集委員会0現代の日本経済一 中村隆

英〈 自 然科学> 0天文の基礎教室一土田嘉直 o rひまわ

り」で見る四季の気象一気象衛星センタ - O DNA学のす

すめ一柳田充弘0 高山植物一 山 と渓谷社 〈医学・ 家政学〉

0 食べて治す医学大辞典 主婦と生活社0 アトピッ子の

ための回転食クッキング一千葉友幸 0 変わる医療現場一

読売新聞社0新婚の台所一浅田峰子 0楽しいお菓子づく

り一今回美奈子〈芸術・スポーツ> 0 画家の妻たち 海

地久枝 0 人物画入門一鳥居敏文 0 スケ y チ入門一三芳悌

吉 0 スポー ツミ ニ百科一竹本正男 0 '93 J リーグパー ソ

ナル BOOK一講談社0 わかりやすいサッカーのルール

一安田一男く文学> 0 医学生一雨水佳士 0*楠門院和子

の i戻一宮尾登美子 0 とかげ一吉本ばなな o 人生の果樹園

にて大岡信

合 4町図書館だより4町申町

り
ま
す

。

こ

の
よ
う
に
現
実
の
課
題
を
求
め

て
い
く
と
、
当
然
同
和
問
題
は
企
業

の
活
動
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
の
動
向
は
、
経
済
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
文
化
・

社
会
生
活
に
は
か
り

知
れ
な
い
影
響
を
与
え
ま
す

。
そ

れ

だ
け
に
、
こ
の
人
権
に
関
す
る
問
題

を
無
視
し
て
は
、
企
業
そ
の
も
の
の

存
立
を
考
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。

企
業
と
企
業
に
働
く
人
び
と
は
、

自
ら
の
課
題
と
し
て
、
人
権
尊
重
の

精
神
の
普
及
と
そ
の
徹
底
を
図
る
こ

と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成人ソフトボール大会

7月 25 日(日) 8:30-時-日

l 〔州らせ〕
7月 20 日 ~8月 29 日の問、開館時間を午前9時~午後

7時30分までとします。

重信中学校運動場

清愛国運動場

南吉井小学校運動場

所-場
〔今月の標語〕

読書の奥義は読書を休んで、自分ひとりの思いを深め

たり 、 外界の美しさを味わったりするとニろに見出され

るとも言われよう (田中美知太郎)。
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第26固重信町民大学
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-講師

・演題

- 日時

-会場

・聴講料

-主催

藤本義一

「人聞を考える」

平成5年7月 28 日 附

開場午後7時00分

間演午後7時30分

重信町民会館大ホール

前売券 350円

当 日 券 400円

重信町・重信町教育委員会・

重信町文化協会・愛媛新聞社

講師プロフィール
作家。昭和8年1月 26 日、大阪生まれ。

大阪府立大学経済学部在学中から、シナ リオを書き、各放送局のラジオ ド ラマ コ ンク ールに応募し、

多数入選。

在学中の昭和32年には 「つばくろの歌」 で芸術祭 ・戯曲部門で文部大臣賞を受ける。これまでに書い

た映画、テレビ舞台の脚本は、約3 ， 000本以上にのぼる 。 小説は44年 「ちりめんじゃこ」で直木賞候補、

49年に4度目の候補作 「鬼の詩」で第71回直木賞受賞を果たす。

昭和40年からおなじみのllPMの司会を担当し、以来25年間にわたり 同番組の、顔、をつとめる。多

分野にわたる知識、 才能の持ち主としていかんなくそのタレン 卜 性を発揮し、小説家という堅苦しい

イメ ー ジを自らの行動でオTち破った。

主な作品に 「残酷な童話」 、 「 ちんぴら ・ れもん」 、 「贋芸人抄」 、 「生きいそぎの記」 、 「花菱アチャ コ伝」

など。現在、日本放送作家 |励会関西支部長。

福寿大学

第2回目の福寿大学を次のとおり開催しますの

で、お気軽にご参加下さい。

・期日 7月 29 日(桐

・時間 午前10時-12時

・場所町民会館2階第1 ・ 2研修室

・内容 講演 「食生活と健康」

講師栄養士秦直子先生

・ 受講料 無料

菊づくり講座(第3岡・第4困)

第3回 ・ 第4回 (最終回)の菊づくり講座を、次のと

おり開催 しますので、お気軽にご参加下さい。

・ 第3回目

日時: 7月 10 日(土) l3:30-

講習内容 定植、夏の日常管理等について

・第4回目

日時 8月 7 日(士) l3:30-

講習内容 整木、せん定等について

・ 場 所町民会館玄関前ロビー

・ 講 師 野本権六先生(奥道後)
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シリーズ ⑧⑨⑧⑧ - 2-

女7月の星空あんない
一一 観察場所 重信町見奈良 重信天文台から 一一

観察時間 7月中旬の夕刻ころ

惑星の木星 ( - 2等星) とおとめ肢のスピカ (1等)

が南西の空に低 く前Ji.くとき、うしかい座のアルク ト ゥ

ルス ( 1等)が、天頂(=頭の真上)より西に回ります。

天の川 とともに、夏の大三角形を形作ること座の

ベガ(=おりひめ星)、十文字星のはくちょう座のテ

ネフ ( 1等)、わし座のアルタイル(=ひこ星)が昇っ

てきます。 はくちょう座の飛ぶ方向には銀河中心や

いて座があり、また 、 その先にはさそり座のア ンタ

レス ( 1等)がすよく輝きます。

7月の夜空には、星の砂を敷きつめたような銀河

が美しく輝く季節です。 何万光年も前の星のまたた

きをお楽しみください。 畳間の雑踏をす っ かり 忘れ

させてくれる こ とでしょう 。

ただ、 7月 20 日 を 過 ぎると上弦の月がだんだんと

夜空にのこ り、月面も増えて星の観察には不向きです。

天文講座

〈四季の天体観察コース〉

気軽に、星空観察を楽しめる初心者向 きの コー

ス 。 (夏の観察各々 25名募集)

女日時 7/16t金) 7/17(土) . 8/6後) . 8/1 1\水)
•••• 

(上記の予備日 ) 7/18(日) .7 / 1 8(日) 8/8(日) 8/ 1 3樹

いずれも 19 : 30-21 : 30 

〈アマチュア天文家養成コース〉

継続的に講座や観測|に参加し 、 研修す る コー ス。

(追加募集中)

女日時 7/2 1(水:) 8/25(*) 
•• 

(上記の予備日) 7/23幽 8/27t命

いずれも 19 : 30-21 : 30 

お申 し込み ・ お問い合わせは、 社会教育課天文係

ま で。 " H64- 1500(内線503)



イ
チ
コ
、
食
べ
た
よ

拝
志
保
育
所
(
野
口
澄
子
所
長
)

の
園
児
約
六
十
人
が
、
五
月
三
十

一

日
、
イ
チ
ゴ
狩
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は

、
近
く
の
野
中
民
夫

さ
ん
所
有
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
、

真
っ

赤
に
色
づ
い
た
「

と
よ
の
か

」

を
収
穫
、
大
事
び
で
し
た

。

こ

の
イ
チ
ゴ
狩
り

は
、
J

A
重
信

町
イ
チ
ゴ
部
会
が
、
地
元
の
人
に
も

「
と
よ
の
か
」

の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
も

の
で
、
こ

の

日
ま
で
に

町
内

の
他
の
保
育
所
や
幼

稚
閣
の
園
児
た
ち
も
招
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

サ
ル
ビ
ア
の

ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り

圃 15 ・2zιけめぶ

中
央
公
民
館

で
推
進
し
て
い
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で
は
、
百
日
草
に
続

き
、
今
回
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
ポ
ッ

ト

へ
移
催
し
ま
し
た

。

重
信
町
老
人
ク

ラ
ブ
と
重
信
川

婦
人
会
の
皆
さ
ん
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た

。

こ
の
花
の
苗
は
、
あ
る
程
度
ま
で

中
央
公
民
館
で
育
て
た
後
(
七
月
上

旬
)
、
各
分
館
へ
ん
燃
料
で
配
布
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
引
き
続
き
、
葉
ぼ
た
ん
、

パ
ン
ジ
ー

苗
も
配
布
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す

。

(かわら版〉

山
草
、
植
え
ま
し
た

去
る
五
月
二
十
三
日
、
血

ケ

嶺
山

草
会
の
み
な
さ
ん
が
、
上
林
水
の
元

付
近
に
山
草
の
植
付
け
を
行
い
ま
し

た
。

四
国
カ

ッ

コ

ウ
ソ

ウ
、
ク

リ

ン

ソ
ウ
、

サ
ギ
ソ
ウ

、

ア
ケ
ボ
ノ
フ

ウ

ロ
な
ど
、
あ
わ

せ
て
三
百
六
十
株
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
か
ら
可
憐

な
花
の
咲
く
季
節
が
待
た
れ
ま
す

。

山
草
会
の
み
な
さ
ん
は
、
今
後
の

管
理
も
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

私
た

ち
も
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
楽
し
み
た
い

も
の
で
す

。

m
ヶ
嶺
山
草
会
連
絡
先

玉
井
忠
幸

宮
六
四

三
八
O
凹

重
信
町
太
極
拳
愛
好
会

太
極
拳
は
、
穏
や
か
な
動
作
な
の

で
だ
れ
で
も
親
し
め
ま
す

。

毎
週
、
本
場
仕
込
み
の
中
国
人
カ

ン
フ
|

師
範
の
指
導
の
も
と
加
歳
i

m
歳
代
の
男
女
が
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
い
ま
す

。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

。

日
時

毎
週
水
曜
日

コ
ー

ス

、
4
'

・

A
H
U

i
1
叩
h

ム

・

ハ
H
V

(

‘

・

q
J

1
ょ

・

n
u

毎
週
土
曜
日
コ
ー
ス

、
1

・

n
u

-
-

-

n
v

f

‘

・

q
J

t
i

・

ハ
U

ど
ち
ら
か
に
参

加

町
民
会
館

王
国
安
先
生

場
所

指
導
者

皿
ヶ
嶺
山
草
会
の
み
な
さ
ん

主

重
信
町
老
人
ク
ラ
ブ

太
艇
拳
愛
好
会

東
倉
よ
貝
市

宮
六
凹
|

O
八
三
九

河
野
フ
ミ

子

宮
六
回
|

二
四
六
五

米
倉
洋
子

宮
六
四
l

八
四

一
五

{握

連
絡
先

初
め
ま
し
て

。
今
月
号
か
ら
、

。
編

集
後
記
。
と
し
て
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た

。

こ

の
凹
月
か
ら
広
報
を
担
当
し
て

一
一
一ヶ月
。
奥
動
と
同
時
で
、
た
だ
た

だ
あ
わ
た
だ
し

く
締
め
切
り
に
追
わ

れ
た
五
月
号
。

一
大
イ

ベ
ン
ト

で
あ

る

町
民
大
運
動
会
の
写
真
に
救
わ
れ

ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
六
月
号
。
「

星
空
散
歩
」

の
天

球
図
の
掲
載
は
冒

険
で
し
た

。

そ
し

て
、
三
回
目
の
発
行
に
な
る
七
月

号
。

「
ズ
l

ム
ア

ッ
プ
ひ
と

」

で
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー

も
ど
き
を
経
験
し
ま

し
た

。
そ
れ
に
し
て
も
、
記
事
の
整
浬
に

ひ
と
苦
労
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
依
頼

も
多
く
、

限
ら
れ
た

紙
面
を
ど
う
い

か
す
か
、
時
間
と
の
戦
い
に
な

っ
て

し
ま

う
ば
か
り
。

悪
戦
苦
闘
の
毎
日

で
す
が
、
よ
り
見
や
す
く
、
よ
り
わ

か
リ
や
す
く
と
、

心
掛
け
て
い
ま
す

。

と
い
う
わ
け
で
、
ま
だ
ま
だ
米
熟

な
広
報
で
す
が
、
が
ん
ば
り
ま

す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

(
、
」
)



月 |円| 行事名 11寺/fJJ I 場所
' 町プーノレ一般開放開始

天文総l主(養成コス)② 1 19 : 30ー | 図 書 館
21附 | 一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーー一一ーーーー -1-ーー ー j -"". .. ーーーーーーーー ー

基本飽1来診主主 1 9 ・ 00- 11: 30 11 "VV ..' VV 1 下林集会所

40才以上の住民 1 13 ・ 00-15 : 00 1 

' l> llè三1: *~ R!R月rr..............j .1_3.: 99三百_: .~O. j_f宇堵互理え今世寺三
， 乳児健康診査 1 

22付暗 1 :.V~:: '::-;:" :::V ...•.. ~.. • ,. _ _ 1 1 3 ・ 30- 14 ・ 30
7 1 vv... 1 H4年9月・ 12月 ' H5S!'-3 丹 生まれの者 |

中Ä話語是正主~ ーー一一一ーーーー ー ー "' 1 ''!J C 3Õ二一ー一一ー ' 1 '~:r一民一一蚕 ー .fi-'ri 
23幽 | 天文総座(養成コース)②予備日 119 : 30- 1 図 書 館
24(却 | 役場開庁日

1 :不燃ごみ回収日

25(日) 1 当番医渡部内科 松山市南梅本町 宮75-2232
月 I I ?求スヲヲ下ぷJん7たる一一一一 l "8':3õ二一一一 " ' 1 一一一一一一一

26伺) 1 校区別同和教育懇談会 (26-30 日) 1 町 内各分館
| 基本健康診資 1 9 ・ 00-11 ・ 30 1

27ω I '~ ，::-: :'-=::_ 1.:.:: ~:. :: I 町民会館
| 40才以上の住民 1 13 : 00 -15 : 00 1 
| 基本健康診査 1 9: 00 -11 : 30 1 

28附 I ~ ::':': " :"'::"~:'_， 1 V'vv ." :: 1 町民会館
| 40才以上の住民 1 13 : 00 -15 : 00 1 

31ω | 町内PTA税l佳バレーポーノレ大会 1 18 : 00- 1 トレーニングセンタ ー

l 当番医詰内病院 松山市北締本町 ft75-0091 
1 悶) t 手b日系二デ長会 一一一1' s':õõ二ーー1""

| 平成5年度固定資産税第2期納期限

2 (月) 1 平成5年度国民健康保険税第1期納期限

五五工王 1) 1JIt政涌泳孟ーー 主tデ必 1'1工了 00二 16 アõõn~'i~if* i'\ü~}ー主
同がん・大腸がん検診 1 ., _. _ , __ 1 

1 7: 30 - 9 : 30 1 上林公民館
40才以上の住民 1 vv -' --1 

4 (村 ト ーーーーーー ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーー・ 1 ・ーーーーーーーーー ーーーー j . ー一 一一一一一一一一一一
基本館!mr珍資 1 9: 00-11 : 30 1 

1 _ VV ..':: 1 上林公民館

40才以上の住民 1 13 : 00-15 : 00 目

口 がん ・大腸がん検診 1 _. __ _. _. 1 
1 7: 30 - 9 : 30 1 上林公民館

40才以上の住民 1 " VV -' v_  1 
5 併4 ト ーーーー ーー ー ーーーーーー -1- ーーーーー ー ーーー ーー ; j

基本健康診資 1 9 ・ 00-11 : 30 1 
1 • _ , :: ~: :: 1 上林公民館

40才以上の住民 1 13 : 00- 1 5 ・ 00 1 
6 6旬 | 哀のう死体観音足③ 1 19 : 30ー | 図 書 館

| 図 {!}fi官{お話し会 1 14 : 00-15 : 00 1 

7 凶 | 菊づくリ緋座③ 1 13 : 30ー |町 民会館

健康相談住民 1 9: 00-11 ・ 00 1 役場保健婦 室
， 当番医永山内科 松山市北梅本町 ft76-1788 

8 (印 t 'j説美訴仮説③子'fM(EÏ ・-一一 l百三b二一一 1 Î函一- ~~f--一五
9 例) 1 リハビリ教室 住民 114 : 00- 16:00 1 町民会館

| 不燃ごみ回収日

10(刈 | 離乳食学級 1....- .....1 
1 ':':-~ ~，:-:.:. ， .~_，.. . , _.~ 114: 00-15: 30 1 町民 会館
|H 5年4 月・ 5月 生まれの者 1 ., VV .V' _V 1 

8 1 11附 | 哀の天体観察③ 1 1 9 ・ 30ー | 図 書 館
12附 | 行政心配ご と相談所 1 13 ∞-15 : 00 1 役場2階会議室
13幽 | 哀の天体観察@予備日 1 19 ・ 30- 1 図 舎 舘

14ω | 役場開庁日

15(日) 1 当番医〈ぽた内科 松山市北梅本町 ft70-0011 
16例) 1 お主主のため、ごみ収集休みます。 19 日(村に出して下さい。

l 町内教職民間平日教育研修会 1 8: 30ー 1111] 民 会 館

17ω | 健診結果報告会 健診受診者 1 9 ・ 30-11 ・ 001 北吉井小体育館

i 乳児飽ßll診資 1 . _ _. . •. 1 
18附 1 : ~ v :::.'::-::'.:.: ' --:::.v，.. . ~ _" ,. _ _ 1 13: 30-14 : 30 1 町 民会館

I H4il'， 10 月・ H 5il'l月 ・ 4丹生まれの者 | 目

， 基本健康診査 1 9: 00-11 ・ 30 1
20働 1 :':._: :-::: .::.-;:;~ _， 1.:.:: ~:. :: 1 南野間公民館

月 | 1 40才以上の住民 1 13 : 00 -15 : 00 1 
| 図 {!::館お絡し会 1 14 : 00 -15 : 00 1 

21(:1:) I ・ ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー.1.ーーーー ーーー ーーーーー : 1 ・ーーーー ー ーー一
| おことわり、健康相談は健診準備のためお休みです。

22(日) 1 当者干医西野内科クリニック 重信町牛糊 ft64-2200 

| 基本能康診査 19:00-11:301 
23開 1 ::_::-:: : .. ::~~ ，~ 1.:.:: ~: . :: 1 町民 会館

1 40才以上の住民 1 13 : 00 -15 : 00 1 
| 基本健康診究 1 9: 00-11 ・ 30 1

24ω 1 :':. _.. :-:::" : ';.::_, 1 .:.:: ~:. :: 町 民会館
1 40才以上の住民 113:00-15:001 
| 不燃ごみ回収臼

25付<) I | 天文計的~ Jili: (養成コース)③ ーーー 1 1!J:3õ二 一一一一一 1'1量l一一一 :1a!}一一 'fii

26附 | 心配ご と相談所 1 13 : 00 -15 : 00 1 役場2階会議室
目 第3回生き ~Iöき鶴雄 1 ，丘 1 3:30- 夜20 ・ 00- 1 
天文鱗l堕(義成コース)③予備日 1 19 : 30- 1 図 書 館

27(líl) ト ー ー ーーーーーーーーーーーーー 一一一一ー一一ーー ~. j ・ーーーーーーーー ーー j !-:: 
3才児飽康診:tE 1._... ..._.1 

1 13:00-14:00 1 町民 会館
H 2SI~4 月・ 5 月・ 6月生まれの者 1'_'__ , , ' v_ 1 

;也大ごみ回収日(指定場所へ午前10時までに出して ください)
28仕) I.::�'� ーーーーーー ー ーー ーー ー ーーーーーーー ーーーーー一一一一一

役場開庁日

29(日d j零竺^;t: t.v 三宅FltIl 'f- i号 ーー一一 L 一.._ j :l'.... ~，~... _fflJ. 
| 当帯医国立療養所愛媛病院 宣伝川n黄河原、 ft64-2411 
| 健診結巣報告会 1 _ . _. .. __ 1 

30仰 1 :::: =:: :'::，~. - - 1 9: 30-11 : 00 1 下林集会所
l 健診受診者 1 - ' -- '-' vv  1 

悶r 1\1民税第2JUHl~1l月限

31仰 | 国民館朕保険税第2J1.Jl納期限

水道俗:用料第2J倒納期限

す乙けあふ，~. 16 凪

志志上横志回志北牛志見志 住
津 i宰 I可 ì~! 津野 i章奈津
川川村 原 川 窪 川悶 扶IJ 川 良 川 所

高上 中 岩波鳥城森高岸玉中 保
岡甲村田能生内 須 井原

14 護

男邦俊 111 英信哲英11 敬夫 裕 宏宏信 者司 1専 BII 二仁次治吉

祥晃麻充進彩 T予高を英将優美 出
俊之 生
太誠皇典介花 i少美史希聡 児

555555555555  生年月
16 15 14 13 13 11 6 5 5 4 2 1 日

出 固生
{ 

お

種証め
て。

i 六閉
!/月

è~ 
ま 固

霊幸号耳

横見上志牛田 ;横 住
河奈 l掌 河
原良村川洲窪原 所

藤白野清上加波
保

国石首7]<木 jj漢音fl
護

宏勝泰τと 俊朗 良 者
明己 範稔勲成

彩智香 麻 台、 出
楓 信号す 生

花大菜 友 み 児

555  555  5 生
年月

29 26 24 24 23 22 21 日

下志 上 横見北横志 牛下問 住

津 j原可 奈野 河津
林 川 林 良悶原 川 前IJ t本 窪 所

八松本森野木原 佐高波官1.1 森金 氏
木 fil'J 伯梅I白 橋音11 ì皮 弁

シ 嫡太 フ
信ゲ厚 4専 ジ務

名査を弘清子ル郎子一郎 コ 子

年
88 62 88 72 80 65 57 80 71 89 63 

令

66665555555  苦E
亡
σコ

9 8 5 1 21 21 18 18 18 14 1 日

死
t
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる 重信町教育相談室を開設していま

す。気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

日時 毎週水曜 日 月 日 相談員
13 :00-17: 00 

7 稲荷 善一
場所 図書館3階

電話 64-3437 14 近藤栄宏
7 

方法 電話でもよい 21 近藤良倍

し、直接来ら 28 稲荷 善一
れでもかまい

4 武智道子
ません。子供

11 林 トシ子
からの電話も 8 

受け付けてい 18 i也)11 敏朗

ます。 25 水田 敏贋


